
世界中の子どもたちが５ｍ四方の布に描い
た絵を繋ぎあわせて，東京オリンピックが開
催される2020年に１枚の巨大な絵を完成させ
る企画です。県内全ての市町で取り組まれ，
本町でも町内５小学校の児童が各々５ｍ×１
ｍの布に，地域の宝物や平和へのおのおの願
いを込め，色鮮やかに描きました。

世界一大きな絵2020

検　索神石高原町
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平成27年
国勢調査
のお知らせ

国勢調査員とは

● もれなく・重複なく調査を行うために，
訪問時に代表者の氏名と世帯の男女の
人数をおたずねします。

● 国勢調査員は町の推薦に基づいて総務
大臣が任命した非常勤の国家公務員で
す。
● 調査員は，その身分を証明する「国勢
調査員証」を携帯しています。（見本）

お問い合わせ先　　総務省統計局・広島県・神石高原町まちづくり推進課　☎89-3332

国勢調査は，統計法という法律に基づいて，日本に住んでいるすべての人・世帯を対象として実施する国
の最も重要な統計調査です。大正９年から５年ごとに行われ，今回が20回目にあたります。
調査の結果は，高齢者の介護・医療，若者の雇用対策，児童福祉，防災，地域の活性化など，私たちの暮

らしのさまざまな分野で役立てられる基礎データになります。

10月１日現在で  全国いっせいに国勢調査を行います

自治振興会や班の調査員が各世帯を訪問して，調査関係書類を配布します。
９月上旬から  調査員がおうかがいします

◆国勢調査は回答の義務があります
統計法では，正確な統計を作成するために，調査項目に回答する義務が定められています。

◆個人情報は厳格に保護されます
•国勢調査では，統計法によって，厳格な個人情報保護が定められています。
• インターネット回答における通信は，すべて暗号化（SSL/TLS方式）されています。また，不正なアク
セスなどの監視を24時間行っています。
•国勢調査に従事する者には，統計法による守秘義務が課せられています。

◆国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！
•国勢調査では，金銭を要求したり，通帳の「口座番号」や「暗証番号」などをお聞きすることはありません。
• 国勢調査をよそおった不審な訪問者や電話などにご注意ください。不審だと思ったら，すぐに答えず，
警察や役場まちづくり推進課に連絡してください。

調査へのご回答，ご協力をよろしくお願いします

今回の調査では，先にインターネットでの回答を受け付け，インターネットで回答されなかった世帯には
紙の調査票を配布して調査を行います。紙の調査票は，調査員に直接提出いただくか，郵送でも提出いただ
けます。

調査への回答方法  「インターネット」でも「紙の調査票」でも回答可能

インターネット回答は

９月10日～20日

いつでもどこでも，便利に回答。
パソコンやスマホでの回答を
可能に！

インターネット回答がな
かった世帯には調査員が調
査票をお配りいたします！

調査票での回答は

10月１日～７日
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「挑戦のまち」を 　　して
～神石高原町総合戦略がスタートします～

神
石
高
原
町

は
平
地
の
少
な

い
山
だ
ら
け
の

町
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
農
業

を
営
む
う
え
で

は
ハ
ン
デ
ィ
に

な
り
ま
す
し
、
生
活
の
利

便
性
に
も
影
響
し
ま
す
。
先
人

た
ち
は
、
互
助
と
工
夫
で
こ
の
ハ

ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
あ
り
な
が
ら
台
風
や

急
速
な
少
子
高
齢
化
を
背
景

に
、
一
昨
年
末
、
国
は「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
京

へ
の
人
口
一
極
集
中
を
是
正
す

る
と
と
も
に
、
各
地
域
で
住
み

よ
い
環
境
を
確
保
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
法
律

で
す
。

わ
が
町
で
は
、
こ
の
流
れ
を

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

好
機
と
と
ら
え
、「
神
石
高
原

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
策
定
に
向
け
、

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政

と
住
民
と
の
協
働
と
い
う
新
た

な
仕
組
み
を
ベ
ー
ス
と
す
る
同

戦
略
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
ご
理
解
い
た
だ
き
た

く
、
本
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

ご
一
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

神
石
高
原
町
長　

牧 
野　

雄 

光

住
民
と
と
も
に
、

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
！

地
震
な
ど
の
災
害
は
少
な
く
、
そ
う
い
う
意
味
で
は

住
み
よ
い
町
と
も
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
百
歳
以
上

の
お
年
寄
り
の
人
口
比
率
が
県
下
で
高
い「
健
康
長

寿
の
町
」で
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
ご
存
知
の
よ
う
に
人
口
は
減
少
し
つ

づ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
町
で
は
危
機
感
を

持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
の
再
生
産
を
担
う
若
い
女
性

の
人
口
減
少
率
が
県
下
で
も
っ
と
も
高
い
と
い
う
こ

と
が
、
日
本
創
成
会
議
の
発
表（
平
成
26
年
５
月
）

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
事
実
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、
早
急
な
対
応
策
を
講
じ
る
べ
く
、

昨
年
10
月
に
人
口
減
少
対
策
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
若
い
人
た
ち
を
中
心
に
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
タ
ッ
フ
を
招
集
し
、
人
口
減
少
対
策
の
方
針

子どもから
お年寄りまで，
生き生きと笑顔で
暮らせる町を
めざして…

生
活
の
利

し
ま
す
。
先
人

と
工
夫
で
こ
の
ハ

越
え
て
き
ま
し
た
。

「挑戦のまち」を目指して
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わ
が
町
の
現
状
と
課
題

1
加
速
度
的
に
進
む
日
本
の
人
口
減
少

日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
の
１
億
２
千

８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
は
下
降
線

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
直
近
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
人
口
は
、
１
億
２
千
７
３
０
万
人（
２
０
１
３

年
現
在
）。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
２
０
６
０
年

に
は
８
千
６
７
４
万
人
、
２
１
１
０
年
に
は

４
千
２
８
６
万
人
と
、
加
速
度
的
に
減
少
し
て
い
く

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所「
日
本
の
将
来
推
計
人
口（
平
成
24
年
１

月
推
計
）」よ
り
）。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
都
市

へ
の
人
口
流
出
・
低
出
生
率
と
、
大
都
市
に
お
け
る

超
低
出
生
率
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

人
口
減
少
を
克
服
す
る
に
は
、
東
京
一
極
集
中
を
是

正
し
、
若
い
世
代
の
結
婚
や
子
育
て
に
対
す
る
意
欲

を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
問
題
は
地
域
に
よ
っ
て
状
況
や
原
因
が

異
な
る
た
め
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
対
策
が
早

急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
わ
が
町
が
消
滅
可
能
性
都
市
に
⁉

わ
が
町
の
人
口
は
、
９
千
９
６
０
人（
２
０
１
５

年
３
月
時
点
）。
人
口
減
少
率
は
２
０
０
０
年
〜

２
０
１
０
年
の
10
年
間
で
17
・
３
％
と
、
全
国
の
市

町
村
の
中
で
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
約
５
千
１
０
０
人
と

な
り
、
人
口
が
半
減
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
町

外
へ
の
人
口
流
出
で
す
。
定
年
を
迎
え
る
60
歳
前
後

の
人
や
子
育
て
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
中
心
に
、
町
外

か
ら
の
転
入
も
あ
り
ま
す
が
、
転
出
者
の
数
が
転
入

者
を
上
回
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
転
出
は
18

歳
の
進
学･

就
職
期
、
22
歳
前
後
の
就
職
期
に
お
い

て
顕
著
で
す
。
と
り
わ
け
22
歳
前
後
の
女
性
の
転
出

が
多
く
、
統
計
か
ら
は
結
婚
や
雇
用
の
機
会
を
求
め

て
都
市
部
へ
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。人

口
の
再
生
産
を
担
う
20
歳
〜
39
歳
の
女
性
人
口

は
、
２
０
１
０
年
時
点
で
５
６
６
人
。
２
０
４
０
年

に
は
１
４
４
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
高
齢
化
率
は
２
０
１
５
年
現
在

44
・
８
％
と
高
く
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
創
成
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会

は
、「
20
〜
30
代
の
女
性
の
割
合
が
人
口
の
半
分
以

下
に
減
っ
た
地
域
は
、
い
く
ら
出
生
率
を
上
げ
て
も

人
口
減
少
が
止
ま
ら
ず
、
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
く

な
る
」と
し
、
こ
れ
を「
消
滅
可
能
性
都
市
」と
定

と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
提
言

に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
提
言
を
も
と

に
国
の
地
方
創
生
支
援
策
と
も
マ
ッ
チ
さ
せ
な
が

ら
、
神
石
高
原
町
な
ら
で
は
の
総
合
戦
略
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

思
え
ば
町
村
合
併
以
降
、
行
政
の
機
能
は
縮
小
・

衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
よ
う
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
行
政
と
住
民
と
が
ギ
ブ
ア
ン
ド

テ
イ
ク
で
協
働
す
る
仕
組
み
無
し
に
地
域
を
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で

「
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
」に
す
ぎ
な
か
っ
た
皆
さ
ん

が
、
い
き
な
り「
担
い
手
」と
し
て
の
役
割
ま
で
期

待
さ
れ
て
も
戸
惑
い
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
新
た
な
仕
組
み
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
の
人
口
は
す
で
に
１
万
人
を
切
り
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
を
残
念
が
っ
た
り
、
隣

の
芝
生
を
見
て
う
ら
や
ま
し

が
っ
た
り
し
て
い
て
も
前
に
は

進
め
ま
せ
ん
。
郷
土
を
愛
し
、

可
能
性
を
信
じ
て
、
将
来
に
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「
挑
戦
の
ま
ち
神
石
高

原
町
」。
今
年
78
歳
に
な
っ
た

私
も
、
長
年
の
行
政
経
験
を
生

か
し
、
先
頭
に
立
っ
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に「
チ
ャ
レ

ン
ジ
」し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

義
し
て
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
で
は
、

２
０
４
０
年
に
は

全
国
８
９
６
の
自

治
体
が
消
滅
可
能

性
都
市
と
な
り
、

わ
が
町
も
そ
の
ひ

と
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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3
人
・
土
地
・
ム
ラ
の
空
洞
化
が

　
悪
循
環
を
招
く

人
口
の
減
少
に
よ
る
弊
害
は
数
多
く
、
わ
が
町
で

も
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
表
面
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
ひ
と
言
で
言
う
と
、
人
・
土
地
・
ム
ラ

の
空
洞
化
に
よ
っ
て
、
集
落
機
能
が
大
き
く
低
下
し

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

• 

多
く
の
集
落
で
高
齢
化
の
進
行
や
担
い
手
不
足
に

よ
り
、
農
地
の
保
全
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
共
同
作

業
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

• 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、
生
活
や
健
康
の

維
持
に
不
安
を
抱
え
る
住
民
が
増
え
て
い
る
。

• 

空
き
家
の
増
加
、
常
会
が
開
催
で
き
な
い
、
住
民

リ
ー
ダ
ー
の
不
在
、
自
治
振
興
会
か
ら
の
脱
退
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま

れ
る
集
落
も
あ
る
。

• 

商
店
や
事
業
所
の
閉
鎖
・
撤
退
、
学
校
の
統
廃
合

な
ど
に
よ
り
、
地
域
か
ら
活
気
と
雇
用
の
場
が
失

わ
れ
、
生
活
の
利
便
性
が
低
下
し
て
い
る
。

…
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
が
薄

れ
る「
誇
り
の
空
洞
化
」ま
で
引
き
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
年
配
層
な
ど
は「
住
み
た
く
て
も

住
み
続
け
ら
れ
な
い
」と
い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
は
、
さ
ら
な
る
人
口
流
出
を

招
き
か
ね
ず
、
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

急速に進む人口減少

平成22（2010）年国勢調査を基本とした，平成25年
３月発表の国立社会保障・人口問題研究所の数値を用
い将来人口を推計しています。

人口/9,995人 世帯数/4,095世帯 高齢化率/44.6％ （H27.1.1）
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総人口・年齢区分別人口の推計 人口ピラミッド
平成22（2010）年国勢調査
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大学等卒業，就職

転職・転勤

進学・就職

随伴移動

年齢階級別の人口移動の推移
（1980 → 2010）

18歳の進学・就職期，22歳前後の就職期に社会減少が
顕著となっている。特に22歳前後の女性の社会減が大
きい。最近の傾向（2005→2010）は高校・大学などへ
進学しそのまま都市部などへ転出していることが伺える。（人）

※国勢調査によりＸ年とＸ－５年の５歳階級別人口の差から純移動数を推計し作成

純
移
動
数（
人
）

「挑戦のまち」を目指して
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わ
が
町
の
未
来
戦
略

1
若
者
定
住
・
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進
プ
ラ
ン

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
事
務
局
と
し

て
、
各
課
若
手
職
員
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
青
年

会
各
支
部
の
若
手
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
、
町
立
保

育
所
保
護
者
会
代
表
な
ど
、
若
い
世
代
の
代
表
を
招

集
し
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

計
10
回
、
人
口
減
少
対
策
推
進
本
部
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

タ
ッ
フ
会
議
を
開
催
。
人
口
減
少
対
策
の
方
針
と
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
若
者
定
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
促
進
プ
ラ
ン
」と
い
う
提
言
に
ま
と
め
ま
し
た
。

同
プ
ラ
ン
で
は
、
人
口
減
少
対
策
の
目
標
を「
子

育
て
世
代
に〝
住
み
た
い

ま
ち
〞と
し
て
選
ば
れ
る

ま
ち
」「
町
内
経
済
循
環

に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
」と

設
定
。
目
標
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

分
け
て
具
体
的
な
内
容
を

掘
り
下
げ
ま
し
た
。以
下
、

そ
の
主
な
内
容
で
す
。

3 

神
石
高
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
創
生
総
合
戦
略

前
述
の「
若
者
定
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
プ
ラ
ン
」

や
、
住
民
公
募
の
神
石
高
原
町
夢
創
造
委
員
会（
平

成
22
年
）に
お
け
る
提
案
な
ど
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

「
神
石
高
原
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

【
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

神
石
高
原
町
の
Ｐ
Ｒ
、
子
育
て
支
援
策
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
、田
舎
暮
ら
し
体
験
、空
き
家
の
多
様
な
活
用
、

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
支
援
、
出
身
者
へ
の
情
報
発
信

と
連
携

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
老
人
会
と
子
ど
も
会
の

共
同
行
事
な
ど
多
世
代
交
流
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
促
進
な
ど

【
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

商
業
中
心
地
の
形
成
、小
規
模
ス
ー
パ
ー
の
誘
致
、

生
活
交
通
の
充
実
、
町
外
と
の
ア
ク
セ
ス
整
備
な

ど

【
教
育
・
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

中
高
一
貫
制
教
育
、
地
域
学
習
、
油
木
高
校
を
核

と
し
た
人
材
育
成
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実

な
ど

【
若
者
就
業
・
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

起
業
の
支
援（
空
き
家
の
活
用
や
情
報
基
盤
の
強

化
な
ど
）、
就
業
の
支
援（
求
人
案
内
所
の
設
置

や
就
職
説
明
会
の
開
催
な
ど
）、
女
性
の
起
業
・

就
業
支
援

【
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

耕
作
放
棄
地
の
貸
出
、
特
産
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
、
町
内
経
済
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

【
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

子
育
て
の
経
済
的
支
援
、

自
然
を
活
か
し
た
教
育
、

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
、

医
療
体
制
の
充
実
な
ど

【
出
会
い
と
賑
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

出
会
い
の
場
と
し
て
の

バ
ー
や
居
酒
屋
の
運
営
、

森
林
や
廃
校
な
ど
地
域
資

源
を
活
か
し
た
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
都
市
と

の
交
流
な
ど

新規就農者

の
策
定
に
向

け
、
作
業
を

進
め
て
い
ま

す（
策
定
予

定
時
期
は
９

月
）。

6広報 神石高原 No.130

具
体
的
に
は
、

① 「
ま
ち（
地
域
づ
く
り
・
居
住
）、
ひ
と（
人
口
・

子
育
て
）、
し
ご
と（
産
業
・
雇
用
）」の
３
つ

の
庁
内
作
業
部
会
に
分
か
れ
、
現
状
分
析
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
す
る

② 

町
長
を
本
部
長
と
す
る
神
石
高
原
町
総
合
戦
略
推

進
本
部
が
原
案
を
作
成
し
、
住
民
や
産
官
学
金
の

関
係
者
か
ら
な
る
神
石
高
原
町
総
合
戦
略
策
定
委

員
会
に
意
見
を
諮（
は
か
）り
な
が
ら
、「
２
０
６
０

年
度
を
目
標
と
す
る
長
期
的
な
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

お
よ
び「
２
０
１
９
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る『
ま

ち
、ひ
と
、し
ご
と
』の
基
本
目
標
と
具
体
的
施
策
、

評
価
指
針
」を
策
定
す
る

…
と
い
う
も
の
で
す
。

3
地
方
移
住
へ
の
関
心
を
追
い
風
に

幸
い
な
こ
と
に
、
昨
今
、
都
市
在
住
者
の
地
方
移

住
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
が
東
京
都
在

住
の
18
〜
69
歳
の
男
女
１
２
０
０
人
に
行
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査（
平
成
26
年
８
月
）で
は
、
約
４

割
が「
地
方
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
」ま
た
は

「
今
後
検
討
し
た
い
」と
答
え
て
い
ま
す
。

わ
が
町
に
お
い
て
も
、
毎
年
１
０
０
件
程
度
の
移

住
相
談
が
あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
へ
の
登
録
世

帯
数
も
増
え
て
い
ま
す（
登
録
総
数
は
３
６
４
世
帯・

世
帯
員
数
７
７
２
名
）。

移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
と
不
安
要
素
を
把
握
し
、

的
確
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
、
希
望
に
満
ち
た
追
い

風
が
加
速
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
一

員
で
あ
る
男
性
が
、
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
以
前
は
仕
事
で
毎
晩
遅
く

に
帰
宅
す
る
よ
う
な
暮
ら
し

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
会

議
で
は
、
主
に
Ｕ
タ
ー
ン
と

婚
活
の
促
進
に
つ
い
て
提
案

を
し
ま
し
た
。

若
者
の
町
外
へ
の
流
出
を

病
児
保
育
な
ど
、
子
育
て
を
す
る
う
え
で
よ
そ
に
は
な

い
支
援
策
や
魅
力
が
あ
っ
て
、「
こ
の
町
で
は
安
心
し

て
保
育
や
教
育
を
受
け
ら
れ
る
」「
こ
の
町
で
子
育
て

を
す
れ
ば
楽
し
い
」と
な
れ
ば
、
子
育
て
世
代
の
定
住

や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
私
自
身
も
高
齢
者
で
す
が
、
町
に
生
活
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
と
知
恵
を
持
つ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も
強
み
の
ひ
と
つ

で
す
。味
噌
づ
く
り
や
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
を
は
じ
め
、

自
給
自
足
の
技
術
や
暮
ら
し
の
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る

人
が
地
域
に
い
れ
ば
、
親
と
同
居
し
な
く
て
も
暮
ら
し

て
い
け
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
若
い
人

た
ち
に
定
住
を
促
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

な
か
表
に
出
る
機
会
が
な
い
こ
と
も
、
そ
の
一
因
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
の
居
酒
屋
や
飲
食
店
な
ど
を
活
用
し

て
、
若
い
男
女
が
気
軽
に
出
会
え
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
仕
掛
け
て
は
ど
う
か
、
と
提
案
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
町
外
に
暮
ら
す
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す

た
め
、
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
も
提
案
し
て
い
ま

す
。
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
は
、
実
際
に
今
年
か
ら
青
年
会

が
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。
そ
の
名

も「
30
歳
の
成
人
式
」。
30
歳
前
後
と
い
え
ば
、
日
本

人
の
平
均
初
婚
年
齢
で
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
帰
郷

し
、
郷
里
の
良
さ
を
再
認
識
し
つ
つ
同
級
生
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
結
婚
と
Ｕ
タ
ー
ン
の
足
が
か
り
に
な
る
の

で
は
…
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

女
性
会
長　

山 

内  

玉 

江
さ
ん

青
年
会
長　

藤 

井  

勝 

之
さ
ん

町
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を

若
者
の
出
会
い
紡
ぐ

　
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
た
い

を
し
て
い
て
、
子
育
て
を
一
手
に
負
わ
さ
れ
た
妻
の
不

満
が
た
ま
り
、
離
婚
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
折
、
神
石
高
原
町
は
子
育
て
支
援
策
が
充
実
し
て
い

る
と
知
り
、
移
住
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

い
ま
、
わ
が
町
に
い
る
子
ど
も
の
数
は
け
っ
し
て
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
例
え
ば
保
育
時
間
の
延
長
や

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
町
内
で
結
婚
し
て
所
帯
を
持

つ
若
者
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現
状
で

は
、
若
い
男
性
と
女
性
の
出
会
い
の
場
が
少
な
く
、
結

婚
適
齢
期
に
な
っ
て
も
独
身
で
い
る
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
男
性
は
青
年
会
や
消
防
団
な
ど
地
域
で
表
に

出
る
機
会
が
そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
す
が
、
女
性
は
な
か

「挑戦のまち」を目指して
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わ
が
町
の
新
た
な
仕
組
み

1
行
政
と
住
民
と
の
新
た
な
協
働
の
た
め
に

わ
が
町
は
、
平
成
16
年
の
合
併
に
際
し
て
、
お
お

む
ね
旧
小
学
校
区
を
基
本
単
位
と
し
て
、
31
の
自
治

振
興
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た

よ
う
に
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
現
行

の
規
模
や
体
制
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
が

立
ち
行
か
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、

①
現
在
よ
り
も
広
域
な
エ
リ
ア
を
単
位
と
し
て
、

② 

行
政
と
の
関
連
で
縦
割
り
に
さ
れ
、
個
々
別
々
に

活
動
し
て
き
た
地
域
の
多
様
な
団
体
を
つ
な
ぎ
直

し
、

③ 

地
域
の
課
題
や
テ
ー
マ
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

解
決
方
法
や
ア
イ
デ
ア
を
幅
広
く
出
し
合
い
、
地

域
の
総
力
を
結
集
す
る
こ
と

④ 

行
政
依
存
で
は
な
く
、
地
域
づ
く
り
を
住
民
の
手

に
取
り
戻
す
こ
と
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
特
色
に

添
っ
た
や
り
方
で
効
率
よ
く
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と

…
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

2
「
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
」
構
想
と
は

そ
こ
で
目
下
、
検
討
さ
れ
て
い
る
の
が「
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
構
想
」で
す
。
概
要
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
す（
下
図
参
照
）。

自治振興会

地縁型組織

自治振興会

概ね旧町村区域で広域的な組織
協働支援センター

センター長
（住民から選出）

幹事会など
（地区支部）

監査
機関

住民・各種団体

事務局長
事務局員

（地区円卓会議）

※地域課題解決に向け連携，
協働する場

自治振興会

ＰＴＡ

青・女性会

老人Ｃ

消防団

営農組織

サークル団体など など

多機能自治

目的型組織属性型組織

【目的】
〇地縁による様々な人，
組織，団体が構成する。
〇地域の課題を自ら解決
する。
〇地区の長所を生かし，
補完し合う。
➡結果として地域が発展
する。

「協働支援センター」とは　－具体的なイメージ－

協働支援センターの
 位置付け
旧町村や小学校区などの
一定の地域に分け，地域
の住民代表的な組織をつ
くり，そこに財源や権限
を移譲し，自主的な地域
課題解決活動を推進して
いく，住民自治の組織手
法です。つまり，住民が
身近なところに決定機関
と実行機関を持った組織
と位置付けます。

そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
は「
地
域
全
体
を
つ

な
ぎ
、
住
民
と
行
政
と

の
新
た
な
協
働
を
推
進

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

役
」
と「
連
携
の
場
」

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

①
お
お
む
ね
旧
町
村
区
域
ご
と
に
組
織
す
る
。

② 

自
治
振
興
会
、公
民
館
、営
農
組
織
、Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
、

青
年
会
、
女
性
会
、
老
人
会
、
消
防
団
、
サ
ー
ク

ル
団
体
な
ど
地
域
住
民
団
体
の
代
表
に
よ
る「
円

卓
会
議
」に
お
い
て
、
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性

化
に
向
け
た
提
案
を
協
議
し
、
決
定
す
る
。

③ 

必
要
に
応
じ
て（
②
に
お
い
て
住
民
だ
け
で
解
決・

実
行
で
き
な
い
と
判
断
し
た
課
題
が
あ
る
場
合
な

ど
）、
町
行
政
と
協
議
し
、
支
援
を
し
て
も
ら
う
。

④ 

円
卓
会
議
お
よ
び
行
政
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役

と
し
て
、
地
域
住

民
か
ら
選
出
し
た

セ
ン
タ
ー
長
、
事

務
局
長
、
事
務
局

員
な
ど
を
配
置
す

る
。
た
だ
し
、
こ

の
仕
組
み
が
定
着

す
る
ま
で
の
当
面

の
間
は
、
町
職
員

を
事
務
局
員
と
し

て
配
置
し
、
人
材

発
掘
や
育
成
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
。
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3
ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に

町
で
は
、
町
外
在
住
の
出
身
者
を
は
じ
め
、
よ
り

多
く
の
人
た
ち
に
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
４
月
に「
が
ん
ば
る
神
石
高
原
町
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）の
仕
組
み
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者
支
援
」と
い
っ
た
事
業

別
に
寄
附
金
の
使
い
道
を
指
定
で
き
る
従
来
の
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
町
内
の
自
治
振
興
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
中
か
ら
寄
附
先
を
指
定
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
新

た
に
加
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
が
し
た

い
」と
い
う
人
や
、「
共
感
で
き
る
非
営
利
団
体
を

支
援
す
る
こ
と
で
社
会
貢
献
を
し
た
い
」と
い
う
人

な
ど
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
全
体
の
寄
附
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
平
成
26
年
度
末
で
約
３
千
８
百
件
、
年
間
総
額

約
７
千
８
百
万
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
出
身
者
や
町
外
支
援
者
と
の
絆
を
深
め

な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典

• 

２
千
円
を
超
え
て
寄
附
を
し
た
場
合
、
寄
附
金

総
額
の
う
ち
２
千
円
を
差
し
引
い
た
額
に
つ
い

て
、
一
定
限
度
ま
で
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

• 

１
万
円
以
上
寄
附
さ
れ
た
方
に
は
、
寄
附
金
額

に
応
じ
て
神
石
高
原
町
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト（
た
だ
し
、
上
記
新
メ
ニ
ュ
ー
の
指
定
者
は

除
外
）。

合
併
前
の
神
石
高
原
町

は
、
油
木
町
、
神
石
町
、
豊

松
村
、
三
和
町
の
４
町
村
か

ら
な
り
、
各
町
村
は
数
多
く

の
集
落
か
ら
成
り
立
っ
て
い

が
汗
を
流
し
、
道
の
手
直
し
を
し
た
も
の
で
す
。
水
路

の
清
掃
や
草
刈
り
、
集
落
を
守
っ
て
下
さ
る
神
社
の
管

理
、
冠
婚
葬
祭
ま
で
、
み
な
手
弁
当
で
や
り
ま
し
た
。

そ
の
ぶ
ん
、
住
民
同
士
の
絆
も
強
か
っ
た
で
す
ね
。

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
勤
め
に
出
る
人
が
増
え
て

こ
う
し
た
共
同
作
業
が
で
き
な
く
な
り
、
行
政
に
頼
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
後
、
行
政
も
人
員
や

交
付
金
が
削
減
さ
れ
、
今
ま
で
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
目
下
、
住

民
自
治
の
新
た
な
決
定
実
行
機
関
と
し
て「
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
発
足
さ
せ
よ
う
と
、
わ
れ
わ
れ
自
治
振

興
会
の
代
表
と
公
民
館
長
、
役
場
職
員
と
で
話
し
合
い

を
進
め
て
い
ま
す
。

な
に
も
単
純
に
昔
に
戻
ろ
う
と
か
、
役
場
の
下
請
け

を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
住

民
の
知
恵
を
集
め
、
今
ま
で
に
な
い
発
想
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
少
し
で
も
地
域
が
よ
く
な
る
よ
う
に
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
将
来
的
に

は
今
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
…
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
連
絡
協
議
会
会
長 

平 

川  

里 

士
さ
ん

暮
ら
し
の
自
治
を
取
り
戻
し
、

発
展
さ
せ
た
い

ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
以
前
に
は
、
各
集
落
の
住

民
が
互
い
に
助
け
合
い
、
地
域
の
暮
ら
し
を
維
持
し
て

い
ま
し
た
。

基
本
は
月
１
回
の
集
会
で
す
。
集
落
内
の
世
帯
主
が

寄
り
集
ま
っ
て
、
近
況
報
告
や
情
報
交
換
、
地
域
の
行

事
や
相
談
ご
と
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
な
ど
、
地
域
に

関
わ
る
す
べ
て
の
こ
と
を
み
ん
な
で
協
議
し
、決
定
し
、

実
行
し
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
当
時
の
道
路
は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
砂
利

道
で
し
た
か
ら
、
し
ば
し
ば
補
修
が
必
要
で
し
た
。
そ

こ
で
、「
道
つ
く
り
」と
言
っ
て
、
朝
早
く
か
ら
住
民

「挑戦のまち」を目指して
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私
は
、
社
会
派
コ
ン
ト
グ
ル
ー
プ

「
ザ・ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」に
所
属
し
、

東
京
を
拠
点
に
全
国
で
活
動
し
て
い
ま

す
。で
す
か
ら
、芸
人
と
し
て
思
い
き
っ

た
意
見
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
政
治
家
に
扮
装
し
て
コ
ン
ト

「
神
石
高
原
町
っ
て
カ
ッ
コ
イ
イ
名
前
だ
な
」

数
あ
る
山
村
の
な
か
か
ら
こ
の
町
を
選
ん
だ
最
初

の
理
由
は
、
そ
の
程
度
の
こ
と
で
し
た
。
実
際
に
暮

ら
し
て
み
て
思
う
の
は
、
特
別
に
す
ご
い
景
勝
地
が

あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
が

出
る
、
味
わ
い
深
い
町
だ
な
あ
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
秋
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
神
儀
と
い
う
踊

り
。
地
域
の
人
が
理
屈
で
は
な
く
本
能
に
近
い
感
じ

で
伝
統
を
誠
実
に
守
り
、
淡
々
と
受
け
継
い
で
き
た

こ
の
踊
り
は
す
ば
ら
し
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
担
当
し
て
き
た
油
木

地
区
小
野
地
域
は
、
天
空
の
里
と
呼
ば
れ
る
山
上
の

里
で
、
町
で
も
ト
ッ
プ
３
に
入
る
過
疎
地
。
で
も
、

厳
し
い
環
境
の
な
か
で
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
き
た
た

め
団
結
力
は
強
く
、
地
域
の
歴
史
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
大
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受

け
入
れ
を
機
に
若
い
人
と
の
交
流
や
移
住
受
け
入
れ

も
ス
タ
ー
ト
。
そ
ん
な
地
域
の
人
た
ち
と
す
っ
か
り

家
族
と
と
も
に
京
都
か
ら
や
っ
て
き
た
私
に
と
っ

て
、
こ
の
町
の
魅
力
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
豊
か
な
自

然
。
生
き
物
が
大
き
い
！
種
類
が
多
い
！
カ
エ
ル
の

合
唱
、「
ド
・
レ
・
ミ
」と
聞
こ
え
る
鳥
の
声
、
漆

れ
が
都
会
な
ら
イ
ヤ
だ
な
あ
と
思
う
け
ど
、
な
ぜ
か

こ
こ
で
は
楽
し
め
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
薪
割
り
を

し
た
り
囲
炉
裏
に
火
を
く
べ
た
り
、
野
菜
を
育
て
た

り
…
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
遊

び
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

「
生
き
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
た
い
」と
思
っ
て

黒
の
闇
夜
に
響
く
フ
ク
ロ
ウ
の

声
…
。
都
会
で
は
暑
い・寒
い
、

桜
が
咲
い
た
…
ぐ
ら
い
し
か
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
四
季
の
移
ろ

い
も
、
こ
こ
で
は
め
い
っ
ぱ
い

肌
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

借
り
て
い
る
農
家
住
宅
は
す

き
ま
風
が
す
ご
く
て
、
ア
リ
や

ム
カ
デ
も
や
っ
て
き
ま
す
。
こ

い
た
私
は
、
地
元
の
人
が
イ
ノ
シ
シ
を
さ
ば
く
の
を

見
て
、「
私
も
や
り
た
い
！
」と「
わ
な
猟
狩
猟
免
許

状
」を
取
得
し
、
猟
友
会
に
入
り
ま
し
た
。
狩
猟
免

許
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
い
て
、
皮
を
な
め
す
こ
と
は
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
自
然
、

当
た
り
前
の
暮
ら
し
で
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
本

当
に
魅
力
的
。
そ
の
魅
力
を
、
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
し
て
都
会
の
人
た
ち
に
発
信
し
、
若
い
世

代
の
人
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

わ
が
町
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
物
の
政
治
家
の
方
々
と
仕
事
を
す
る
機

会
も
あ
り
ま
す
。
先
日
お
会
い
し
た
あ
る
政
治
家
は
、
過
去
に
不

祥
事
が
あ
っ
た
も
の
の
反
省
し
て
復
活
し
た
方
で
し
た
。
驚
い
た

の
は
、
そ
の
不
祥
事
を
ネ
タ
に
し
た
こ
と
で
す
。
周
り
が
、
変
に

気
を
遣
っ
て
い
た
の
に
、
隠
さ
ず
に
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
で
聴
衆
の

心
を
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
良
い
例
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が「
消
滅
可

能
性
都
市
」で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
な
い
で
、
む
し
ろ
ア
ピ
ー
ル
し

ま
せ
ん
か
。
し
か
も
、
広
島
で
一
番
と
い
う
の
が
価
値
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
中
途
半
端
で
は
な
く
、
広
島
一
の
田
舎
で
あ
る
こ
と

を
思
い
き
り
Ｐ
Ｒ
し
て
観
光
客
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
逆
転
の
発
想

で
不
便
す
ら
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。「
さ
す
が
、
消
滅
可

能
性
一
位
だ
っ
た
‼
」と
。
す
る
と
、
町
の
魅
力
に
気
付
き
住
み

た
い
と
思
う
人
も
現
れ
る
で
し
ょ
う
。

現
実
味
の
な
い
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
先
日
、
古
川
の
実
家

に
帰
っ
た
時
、
ふ
と
、
川
の
音
、
虫
や
鳥
の
鳴
き
声
、
風
の
音
し

か
聞
こ
え
て
こ
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
人
工
物
の
音
が
し

な
い
。
自
然
の
音
の
み
。
こ
れ
は
、
ぜ
い
た
く
の
極
み
で
す
。

神
石
高
原
町
。
誇
る
べ
き「
何
も
な
い
」が
、
こ
こ
に
あ
る
。

皆
さ
ま
、
が
ん
ば
ら
ず
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

■
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
神
石
高
原
町
観
光
大
使

　
　
　
　
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー 

福 

本  

ヒ 

デ
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

三 

枝  

幸 

樹
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

小 

埜  

洋 

平
さ
ん

■
都
会
に
は
な
い
こ
の
町
の

　
魅
力
を
発
信
し
た
い

■
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

　
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
姿
に
共
感

仲
良
く
な
り
、
今
春

結
婚
し
た
ば
か
り
の

僕
と
妻
が
若
手
で
は

移
住
第
一
号
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
地
で

暮
ら
し
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

「挑戦のまち」を目指して
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不妊症治療費の
助成事業が始まりました
神石高原町元気の源 応援事業

町では，広島県不妊治療支援事業の承認決定を受けられたご夫婦を対象に，治療費の
全額を助成しています。

 対　象　者 
　●次の条件を全て満たす夫婦を対象に助成します。
　　①町への申請日以降，神石高原町に住所のある者（※居住実態のない者は除く。）
　　②広島県の不妊治療支援事業において，不妊治療費助成の承認決定を受けている者
　　③町税などを滞納していない世帯の者
　　④夫婦の前年所得の合計額が730万円未満の者

 助成内容
　● 指定医療機関などで行った，体外受精または顕微授
精に要した費用（入院費や食事代，謝礼など直接治療
に関係のない費用は除く。）に対して，広島県の不妊
治療費助成額を除いた費用の全額（県への申請が平成
27年４月１日以降分から対象）を助成します。

　※ 助成期間や助成回数は広島県の不妊治療費の助成事業
と同じです。

 助成申請の方法
　① 神石高原町の不妊治療費助成を受けるには，先に広島県の不妊治療費助成が決定し
ていなければなりません。

　② 広島県の不妊治療費助成が決定した日から起算して２カ月以内に，保健課健康係（保
健福祉センター）へ助成申請書を提出してください。（ただし，広島県の承認決定日
が平成27年７月31日までの場合は，平成27年９月30日まで可）

【お問い合わせ先】　保健課　健康係（保健福祉センター）
☎ 89-3366　　℻ 85-3541　　E-mail jk-hoken@town.jinsekikogen.hiroshima.jp

申請の際には，申請書のほか，広島県不妊治療支援事業承認決定通知書（写し）・
広島県不妊治療費助成申請に係る証明書（写し），戸籍謄本（住民票），領収書（写
し）・印かん・申請者名義の振込先口座を確認できるものが必要です。
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町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

病院周辺の清掃活動をしていただきました
７月19日，「神石高原町立病院を守る会」の方々によるボランティア活動で，町立病院周辺の草刈りや
植木の剪定，プランターの花の手入れなどをしていただきました。
梅雨明け直前の暑い時期の活動
となりましたが，会員の皆さんは
広い病院の敷地内を手分けして，
手際よく作業されました。梅雨で
伸びた雑草なども綺麗に刈り取ら
れ，町民の皆さんに快適に病院を
利用いただける環境となりまし
た。ありがとうございました。

シリーズ　子ども・子育て支援制度

～ 保育所での食事・健康について ～
町内５つの公立保育所では，子どもの発育・発達状況に合わせて，
午前中のおやつ（３歳児未満のみ），昼食（主食と副食の完全給食），

　「ウォーキング大会」をきっかけに，運動量を増やしましょう！
　本町では，健康神石高原 21計画（第２次）の中で“身体活動・運動”についての取り組みを
すすめています。特に，１日の歩行時間の増加・運動習慣のある人の増加を目指しています。
　皆さん，誘い合わせて参加しましょう！
●日　　時　10月６日（火）午後１時30分～４時
 （午後１時～受付　４時 30分解散）
●場　　所　帝釈峡スコラ高原神石コスモドーム周辺
●参 加 費　無料
●申込締切　９月24日（木）
●持 参 物　タオル・飲み物・靴（底厚めの運動靴）

● コース　
・ ゆったりコース（２㎞，森林セラピーを行いな
がら歩きます。）
・ はやぶさコース（４㎞，神石コスモドーム～キ
ャンプ場展望台の往復コース）
●雨天時　 ドーム内で運動やゲームをします。

第２回 ウォーキング大会を開催します！

【お問い合わせ・お申し込み先】　保健課健康係　☎89-3366　℻85-3541

午後のおやつなどの食事を提供し
ています。
昨年度からは，３歳児以上の児

童の米代を町が負担し，実質無料
で提供しています。毎月，栄養士
が作成した献立を基に，季節の行
事に合わせた食事を取り入れ，楽

しみながらおいしく食事ができるよう食育にも取り組んでいます。
また，アレルギーのあるお子さんには，入所時に保護者の方から申

し出をしていただき，医師の指示書に基づき，保育士・調理師などと
綿密な打ち合わせを行ったうえで，原因食材を変更するなど，きめ細
かい対応をとっています。
今年度からは，新たな取り組みとして，福祉課の保健師が保育所に

出向き，子どもたちに健康に関するお話しなどを順次行っています。

収穫したジャガイモを使ったおやつ

保健師による健康のお話しの様子

保育所で収穫したジャガイモ
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食育推進ネットワーク協議会　食農教育部会

食育
ミニ知識 学校給食でこんなメニューを食べています毎月19日は食育の日

学校のお昼といえば，給食。給食では，決められた給食費の中で工夫して，旬の食材を使ったり，
行事食を提供したりしています。
各学期に１回実施している「神石高原ランチ」では，子どもたちに身近な食材やその食材に関わ

る地域の方々について知ってもらおうと，地場産の食材を普段より多く使う献立を検討し，また，
事前に，食材について生産者などに取材に行くこともあります。

【作り方】
【分量】 給食で

（小学生１人分）
ご家庭で
（４人分）

米 75ｇ ３合

強化米 0.20ｇ －

米粒麦（大麦） 5ｇ （お好みで）

ターメリック 0.4ｇ 小さじ１

牛ももスライス 30ｇ 140ｇ

赤ワイン 1㎖ 大さじ２

たまねぎ 40ｇ １個

にんじん 20ｇ （１/２本）100ｇ

じゃがいも 40ｇ １個

板こんにゃく 20ｇ （１/２枚）100ｇ

グリンピース 5ｇ 20ｇ

にんにく 0.5ｇ 少々

しょうが 0.5ｇ 少々

サラダ油 1㎖ 適量

食塩 0.2ｇ 
少々

こしょう 0.05ｇ 

カレールウ 11ｇ （市販のもの）４人分

トマトケチャップ 5ｇ 大さじ２

ウスターソース 3ｇ 小さじ２

しょうゆ（濃口） 1㎖ 小さじ１弱

水 100㎖ 500㎖ （適量）

今年度１学期の神石高原ランチのメニューは，「神石牛とこんにゃくのカ
レー（ターメリックライス）」「アスパラサラダ」「ブルーベリーゼリー」，
牛乳でした。その中から，みなさんから問い合わせが多かったカレーのレシ
ピを紹介します。（作り方は家庭向けにアレンジしたものを掲載しています。）
児童生徒からは，「神石牛のかおりがよかった」「こんにゃくが，弾力があっ

ておいしかった」と好評でした。ご家庭でも，チャレンジしてみてください。

神石牛とこんにゃくのカレー（ターメリックライス）レシピ

１．  洗った米とター
メリック・水を
よく混ぜ合わせ
て，炊飯器で炊
きあげる。

　＊  お好みで麦を加
えてもおいしく
仕上がります。

２．  牛肉に赤ワインをふって下味をつけておく。（他
の調味料と一緒に後から加えてもよい。）

　　  野菜（たまねぎ，にんじん，じゃがいも）はお
好みの大きさに切っておく。

　　 板こんにゃくはひとくちサイズ（角切り，短冊
切りなど）に切った後，ゆでてアク抜きしてお
く。（アク抜きが必要ない場合は，そのまま使
用する。）

３．  鍋にサラダ油，にんにく，しょうがを入れて中
火にかけ，牛肉と野菜を炒め，塩，こしょうを
加える。

４．全体に油がなじんだら，水を加える。
５．  野菜に火が通ったら，こんにゃく，グリンピー

スを加えて煮る。（グリンピースを最後に彩り
に散らす場合は，別にゆでてとっておく。）

６．  カレールウ，トマトケチャップ，ウスターソー
ス，しょうゆを加えて味を整える。
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「
神
石
高
原
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

第
65
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

7
月
4
日
、
仙
養
ヶ
原
ふ
れ
あ
い
の
里
は
、
新
た
に
ツ
リ
ー

デ
ッ
キ
や
牧
場
、
売
店
な
ど
を
整
備
し
て
、「
神
石
高
原
テ
ィ
ア

７
月
１
日
、
府
中
地
区
保
護
司
会
神
石
分
区
と
更
生
保

護
女
性
会
の
会
員
が
、内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ「
犯

ガ
ル
テ
ン
」と
し
て
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
か
ら
の
祝

辞
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、「
人

と
動
物
、
自
然
と
の
共
生
」と

い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
想
い
を

発
信
す
る
た
め
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た

風
船
を
飛
ば
し
ま
し
た
。
今
後

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

チ
カ
ラ
」を
町
長
と
教
育

長
に
渡
し
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
油
木
高
等

学
校
、
町
内
２
中
学
校
と

役
場
３
支
所
を
訪
問
し
、

島
県
畜
産
共
進
会「
夏

季
枝
肉
の
部
」が
7
月

28
日
、
広
島
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
28
頭

が
出
品
。
神
石
高
原
町

か
ら
は
、
高
岡
勝
己
さ

気
を
付
け
な
が
ら
も
、
身
振
り
手
振
り
を
ま
じ

え
て
表
現
力
豊
か
に
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
５
小
学
校
の
６
年
生
児
童
全
員

が
参
加
し
、英
語
の
学
習
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ

と
合
唱
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。

後
半
に
は
、
油
木
高
校
生
に
よ
る
英
語
で
の

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
、
油
木
高
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
プ
レ
ス

ト
ン
先
生
に
よ
る
英
語
学
習
の
大
切
さ
を
伝
え

る
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
英
語
の
学
習
意
欲
が

刺
激
さ
れ
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

神
石
高
原
町
産
和
牛
「
最
優
秀
賞
」
受
賞
！

７
月
９
日
、
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ 
in 
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ　
２
０
１
５
が
、
油
木
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
２
中
学
校
の

代
表
12
組
14
名
に
よ
る
英
語
の
暗
唱
発
表
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
き
れ
い
な
発
音
に

トピックス&ニュース

も
、「
命
を
慈
し
む
場
所
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
施
設

の
整
備
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の

立
ち
直
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ん（
油
木
）が「
８
２
や
す
よ
」を
出
品
さ
れ
、

歩
留
等
級
Ａ（
肉
の
取
れ
る
割
合
）と
肉
質
等

級
５
と
い
ず
れ
も
最
高
ラ
ン
ク
の
成
績
で
、
見

事
、
最
優
秀
賞
に
輝
か
れ
、
こ
の
度
で
２
回
目

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

広
島
県
内
で
育
っ
た
黒
毛
和
牛
の
品
質
を
競
う
第
91
回
広

トピックス&ニュース
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▼ 

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

▼ 

本
年
10
月
以
降
に
実
施
す
る
指
名
競
争
入
札
よ
り

設
計
図
書
等
閲
覧
方
法
を
変
更
し
ま
す

▼ 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
借
受
希
望

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

▼ 

平
成
27
年
度
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

総　

務　

課 

☎
８
９-

３
３
３
０

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
８
９-

３
３
３
２

産　

業　

課 

☎
８
９-

３
３
３
７

保　

健　

課 
☎
８
９-

３
３
６
６

　
法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び

都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
虐
待
や
差
別
な
ど
、
高
齢

者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
を
積
極
的
に
把
握

し
、
問
題
解
決
の
援
助
を
行
う
た

め
の
人
権
相
談
所
を
常
時
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
９
月
７
日（
月
）か
ら
13
日（
日
）

ま
で
を
、
全
国
一
斉「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

本
町
が
行
う
指
名
競
争
入
札
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
入
札
通
知

と
併
せ
て
設
計
図
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
内
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
環

境
の
整
備
が
進
み
、
入
札
事
務
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
閲
覧
に
変

更
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
入
札
は
、
物
品
・

施
設
業
務
、
建
設
工
事（
測
量
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）の

全
て
の
案
件
で
す
。（
見
積
依
頼

は
除
く
）

な
お
、
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
環
境
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
利
用
環
境
の
不
具
合
で

閲
覧
が
困
難
な
場
合
は
、
役
場
閲

覧
室
で
の
閲
覧
も
し
く
は
、
デ
ー

タ（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
）を
有
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

入
札
事
務
の
効
率
化
に
つ
い

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
農
地
を

借
受
け
た
い
方
は
、
公
募
期
間
中
に
借
受
希

望
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
期　
間

　
９
月
１
日（
火
）〜
10
月
１
日（
木
）

●
場　
所　
産
業
課
窓
口

　
詳
し
く
は
、
産
業
課
農
地
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

強
化
週
間
と
し
、
広
島
法
務
局
お

よ
び
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
に
お
い
て
も
、
相
談
時
間
を
延

長
し
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

 （
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
実
施
期
間

　
９
月
７
日（
月
）〜
13
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

＊
土・日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
町
で
は
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予

防
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
を

全
額
助
成
し
ま
す
。助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
健
課
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

各
自
治
振
興
会
へ
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
締
切
日　
９
月
30
日（
水
）

※ 

ワ
ク
チ
ン
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
締
切
日
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者（
※
年
齢
は
接
種
日
時
点
）

　
①
65
歳
以
上
の
方 

　
② 

60
歳
か
ら
64
歳
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方
、
お
よ
び
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
。

　
　

 （
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
の
写
し
な
ど
が
必
要
で
す
。）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　
保
健
課　
健
康
係

 

☎
８
９
‐
３
３
６
６

　
本
庁　
福
祉
課　
医
療
保
険
係

 

☎
８
９
‐
３
３
３
５

　
油
木
支
所　
町
民
課　
町
民
係

 

☎
８
２
‐
０
２
１
１

　
神
石
支
所　
町
民
課　
町
民
係 

 

☎
８
７
‐
０
２
１
１

　
豊
松
支
所　
町
民
課　
町
民
係

 

☎
８
４
‐
２
２
１
１

農地中間管理事業とは
　農業の生産性を高め，競争力
を強化していくためには，担い
手への農地集積と集約化をス
ピードアップし，生産コストを
削減していく必要があります。
 　農地中間管理事業は，担い手
の経営規模の拡大，農用地など
の集団化，新規参入の促進，未
活用農用地の有効活用を目的に，
高齢などを理由に農業をリタイ
アする農業者などの農用地を農
地中間管理機構が集積して，担
い手に貸し付ける事業です。

町からのお知らせ
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場まちづくり推進課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

マツダスタジアムで神石高原町PR
７月25日，マツ
ダスタジアムで開催
された，広島東洋
カープ対読売ジャイ
アンツの試合で，市
町村PR隊として油
木高校産業ビジネス

科のナマズ料理，○豊とまと，神石高原焼きなどの
販売や観光ＰＲをされました。会場となった「か
ば広場」では多くのお客さんが神石高原町の味を
堪能されていました。 （神石高原町観光協会）

廃
品
回
収
で

高
額
な
請
求
を

さ
れ
た
ら

七夕の前の週から子
どもたちは，願い事を
短冊に書いて飾り，七
夕の日は，紙芝居を行
い物語の大筋を子ども
たちに伝えた後，保育
所職員による，おり姫・

ひこ星の短編芝居を行いました。
翌日は，七夕飾りを園庭に集め，みんなの願い
が天に届き，願いがかないますようにと飾りの周
りに集まって燃やしました。 （こばたけ保育所）

第７回神石高原町スポーツ少
年団少年野球交流会が７月18
日，昨年バックネットが改修さ
れた来見グラウンドと来見小学
校グラウンドで行われました。町内４チームが参加し日
頃の練習の成果を発揮し白熱した試合となりました。秋
の第８回大会に向けてまた練習に励んでほしいです。
結果　優　勝　三和スポーツ少年団
　　　準優勝　来見スポーツ少年団
　　３　位　油木ブルドッグス

 （第７回大会主管　来見スポーツ少年団）

７月７日から10日まで，
町内の小中学校で巡回演奏
会を開催しました。今年は，
ソプラノ歌手の大

おお

森
もり

智
とも

子
こ

さ
んとピアニストの水

みず

永
なが

亜
あ

実
み

子
こ

さんをお招きしました。
コンサート会場は，音楽室
や多目的ホールなど児童・生徒により近い場所で
実施し，プロが奏でるオペラの歌声とピアニスト
の生演奏を体験することができ，大変有意義な時
間を過ごすことができました。

お願い事がかないますように 少年野球交流会

神石高原町巡回演奏会

最
近
町
内
に
、「
不
用
品
が
あ
れ
ば
引
き
取
り
に
行
く
」

と
言
う
内
容
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
初
は
女
性
が
電
話
を
か
け
て
き
て
、「
無
料
で
引
き

取
る
」な
ど
と
言
い
訪
問
す
る
こ
と
を
承
諾
さ
せ
て
か
ら

く
る
よ
う
で
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は「
回
収
品
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
積
み
込
ん
だ
後
で
、
高
額
な
回
収
費
用
を
請
求
さ
れ

た
」な
ど
の
悪
質
業
者
の
相
談
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。自

宅
に
ま
で
引
き
取
り
に
く
る
と
言
っ
て
、
親
切
に
電

話
を
か
け
て
く
れ
た
か
ら
と
安
易
に
廃
品
回
収
業
者
に
処

分
を
依
頼
す
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

8
月
27
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
油
木
支
所

9
月
24
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
神
石
支
所

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
必
要
で
す
。

一
般
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
は
各
市
町
で
許
可
を

受
け
た
事
業
者
し
か
行
え

ま
せ
ん
。
粗
大
ご
み
や
不

用
品
は
、
神
石
高
原
町
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
分
し

ま
し
ょ
う
。 から

消費生活
相談窓口

まちづくり推進課　☎89-3332
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2250）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

8月・9月の休日当番医

8

9

土

日

日

日

日

日

15

16

23

30

6

13

吉實クリニック
神石高原町立病院
鈴木クリニック
神石高原町立病院
神石高原町立病院
鈴木クリニック

9 日

月

火

水

日

20

21

22

23

27

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

鈴木クリニック

18
19
20

21
22

25
26
27
28

29

1
2
3

4
5

8
9
10
11

12

15
16
17

18
19

24
25

26

29
30

8月 9月

８
月

９
月

平成27（2015）年8月 9月
15 土 田舎体験しませんか？（ビレッジハウス仁吾川付近）

 問有木自治振興会 ☎ 84-2145
絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

16 日
17 月 運動のひろば（ウォーキング）13：30～ 15：00

（油木コミュニティーセンター）問保健課 ☎89-3366
総合健診結果説明会

12：30～ 13：30，15：00～ 16：30
（油木コミュニティーセンター）問保健課 ☎89-3366

18 火 保育所開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

19 水
20 木
21 金 保育所開放 10：00～ 11：00

 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

22 土
23 日 神石高原町消防大会（帝釈峡スコラ高原）

問総務課 ☎ 89-3330
図書館まつり 10：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

24 月
25 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
心の健康相談 13：00～ 15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

26 水
27 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場油木支所）

 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

28 金 ウォーキングの会 9：30～ 11：00
（旧近田小学校体育館）問保健課 ☎ 89-3366

29 土
30 日
31 月
1 火 おひさま広場　ふれあいあそび 10：30～ 11：30

 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2250
2 水 行政相談会９：30～ 11：30

（役場豊松支所）問総務課 ☎ 89-3330
保育所開放 10：00～ 11：00
 （くるみ保育所）問☎ 85-3329

3 木
4 金
5 土 神石高原サロン 10：00～ 15：00

（油木コミュニティーセンター）問保健課 ☎89-3366
絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

6 日
7 月
8 火
9 水
10 木 保育所開放 10：00～ 11：00

 （油木保育所）問☎ 82-0906
11 金
12 土
13 日
14 月 新米ママのクッキング 10：00～ 12：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
15 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
運動のひろば（ストレッチ＆体操）

13：30～ 15：00
（小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366

総合健診結果説明会
12：30～ 13：30，15：00～ 16：30
（小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366

16 水
17 木 マタニティースクール 13：30～ 15：30

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
18 金 保育所開放 10：00～ 11：00

 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

19 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

20 日
21 月
22 火
23 水
24 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場神石支所）

 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

25 金 ウォーキングの会 9：30～ 11：00
（くるみふれあいプラザ）問保健課 ☎ 89-3366

26 土
27 日 帝釈峡スコラ神楽共演会

 （帝釈峡スコラ高原）問☎ 86-0535 
28 月
29 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

30 水 おひさま広場　親子でふれあい体操
10：30～ 11：30

 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2250
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TOMA
TO

トマト仙人

国道182号線の通行止めは本当に困りましたよね。改めて国道の大切さが分かりました。

野球部夏の大会

クラスマッチ オープンスクール
７月７日，クラスマッチを開催しました。学園祭

で作ったクラスTシャツをユニフォーム代わりにし
て試合をしている選手はもちろん，応援にも運営に
も，みんなが声を掛け合って活躍していました。決
勝戦では，円陣を組み団結力をアピール。大接戦の

７月８日，９つの中学
校から95名の参加を得
て，オープンスクールを
開催しました。生徒会長
川上瞭之介君と副会長小
里成美さんがスライド末優勝したチー

ムも惜しくも敗
れたチームも満
足の笑顔でお互
いを称えていま
した。

ショーで「油木高校の１年」を紹介して，学校の魅
力をアピールしました。また，産業ビジネス科の渡
邉はるなさんが全国高等学校総合文化祭弁論の部広
島県代表としてナマズプロジェクトのスピーチを披
露しました。その他，授業や校内見学，部活動見学
に参加しました。

７月12日，油木高校野球部は三次きんさ
いスタジアムで廿日市高校と対戦しました。
たくさんの地域の方や卒業生，転勤した先生
方が駆けつけてくださり，音楽部と有志で
作った応援団に加勢して，声を張り上げて選
手を鼓舞しましたが，結果は１－８の悔しい
敗戦でした。10日の開会式では堂々とした
入場行進を見せてくれた野球部，これからの
「歩み」も多くの人が見守っています。

皆さん，お元気ですか？

さて，観光協会では11月21日（土）・
29日（日）に神石高原の神楽競演会を開
催します。これは神石高原町を主体に活
躍されている４つの団体をより多くの方
に知ってもらおうと，町内の神楽社だけ
で公演を行うものです。今年は，なんと
１日の公演で一番活躍をされたイケてる
演者を選ぶ「イケ演コンテスト」も実施
します。ぜひ神楽をご覧になって一番イ
ケてる演者の方を選んでみませんか。前売り券は，観光協会，道の駅さんわ182ステーションなど
で８月17日以降販売します。
そして，神石高原町観光大使福本ヒデさん所属の，あの話題の社会風刺コント集団「ザ・ニュー
スペーパー」の公演が12月６日（日），さんわ総合センターやまなみ文化ホールで行われます。皆
さん，お楽しみに。
イベントについての詳細は，観光協会ホームページをご覧ください。
残暑厳しいですが，熱中症にならないよう気を付けてくださいね。
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シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？

図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを１
カ月に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各公民館，各支所に
も配布していますので，ぜひご活用ください。

図書館まつりのお知らせ

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第１・３（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

SUN MON TUE WED THU FRI

* * 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2015 September9

24
31

23
30

だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
歯
と
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て
広
く
皆

さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
健
康
の
保

持
増
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
神
石
高
原

町
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会
で
は
今
年
度

も
「
お
口
の
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　「
歯
」「
口
」

　
官
製
は
が
き
に　
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
川
柳
（
１
人
１
作
品
、

未
発
表
に
限
る
）
を
記
入
し
、
保
健
課

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
郵
送
す
る

か
、
町
内
の
各
歯
科
医
院
・
福
祉
課
・

各
支
所
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
応
募

箱
（
任
意
用
紙
で
も
有
効
）
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間

　
８
月
15
日
（
土
）
〜
９
月
14
日
（
月
）

● 

表
彰
な
ど　
応
募
作
品
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。（
小
中
学
生
に
は
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】【
中
学
生
の
部
】

　
各
部
で
表
彰

•
最
優
秀
賞
（
１
点
） 

３
千
円
の
商
品
券

•
優
秀
賞
（
１
点
） 

２
千
円
の
商
品
券

•
佳　
作
（
３
点
） 

千
円
の
商
品
券

【
一
般
の
部
】

•
最
優
秀
賞
（
１
点
） 

５
千
円
の
商
品
券

•
優
秀
賞
（
２
点
） 

３
千
円
の
商
品
券

•
佳　
作
（
５
点
） 

千
円
の
商
品
券

　

 

入
賞
作
品
は
「
広
報
神
石
高
原
」
で

発
表
し
、
11
月
の
歯
科
保
健
講
演
会

で
表
彰
し
ま
す
。

●
選
考
方
法

　
協
議
会
委
員
が
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

●
送
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
７
２
０
‐
１
５
２
２

　
神
石
高
原
町
小
畠
１
７
０
１
番
地

　
神
石
高
原
町
役
場 

保
健
課
内

　

 「
神
石
高
原
町
歯
科
衛
生
連
絡
協
議

会
事
務
局
」
宛

噛
む
力　

脳
が
よ
ろ
こ
び　

若
返
り

か
あ
さ
ん
に　

し
あ
げ
を
し
て
と　

か
ば
の
く
ち

平
成
26
年
度
最
優
秀
賞
作
品
　
一
般
の
部

平
成
26
年
度
最
優
秀
賞
作
品

　
小
中
学
生
の
部

平
成
27
年
度「
お
口
の
川
柳
」を
募
集
し
ま
す
！

午前は，絵本の会「ゆきんこ」によるペープサー
トや紙芝居，しかけ絵本など楽しいお話が盛りだ
くさん！お話の後は，かわいいマラカスを作って
みんなで遊びませんか？
午後からは，風船でワンちゃんやキリンを作る
バルーンアートの実演や，かわいいフクロウなど
町内で撮影された写真の展示，さらには，何が当
たるかな？お楽しみビンゴゲームなど，楽しいイ
ベントが盛りだくさん。

第16回図書館まつり開催！
日時：８月23日（日）
　　　午前10時～午後３時30分

お昼には，移動販売による冷たいアイスや軽食の販売も行います！館内に飲
食スペースを設けていますので，お気軽にお楽しみください。
そして夏休み工作教室として，親子で楽しく！ガムテープで作るバッグ教室
を開催します！募集人数は先着10組，参加費は無料です。参加ご希望される
方は図書館までご連絡ください。

お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366
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ふ
れ
あ
い
障
害
者
合
同
面
接
会

８月１日現在　（　）内は前月比

人口 9,863 人 （－ 2）
 男 4,688 人 （－ 4）
 女 5,175 人 （＋ 2）
世帯 4,090 世帯 （－ 6）

人 口 と 世 帯

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校

受
験
案
内

エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
の
日
程
変
更
に
つ
い
て

も
の
づ
く
り
企
業
向
け

若
手
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

 

（
備
後
圏
域
連
携
事
業
）

　
広
島
県
東
部
地
区
な
ら
び
に
笠
岡
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
障
害
者
の
雇
用

促
進
の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
障
害
者
合
同

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　
時　
９
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
開
会

 

（
受
付
開
始
お
昼
12
時
30
分
〜
）

●
場　
所

　
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
３
Ｆ　
光
耀

●
参
加
料　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
３
‐
８
６
０
９

　
　
℻
０
８
４
７
‐
４
３
‐
１
１
２
０

　
教
え
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の「
こ

こ
ろ
の
風
景
」の
こ
と
。
神
石
高
原
町

の
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
景
色
、

大
切
な
人
と
の
出
会
い
の
場
所
、
音
や

香
り
の
記
憶
と
重
な
る
情
景
な
ど
、「
あ

な
た
だ
け
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」を
募
集
中
！

●
応
募
内
容

　

 

住
所
、
お
名
前
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
・
風
景
、
場

所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

●
応
募
方
法

　
番
組
Ｈ
Ｐ　
「
こ
こ
ろ
旅
」で
検
索

　
℻
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

　
ハ
ガ
キ
・
封
書

　
　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」

●
募
集
締
め
切
り　
９
月
７
日（
月
）必
着

●
広
島
県
の
放
送
予
定

　
10
月
12
日（
月
）〜
16
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ア
ル
）

　
本
校
は
２
年
制
の
専
修
学
校
で
、
農

　
広
報
４
月
号
に
掲
載
し
た
検
査
日
程

が
７
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
相

談
や
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
お
間
違
え

　
製
造
現
場
で
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
利

用
の
現
状
と
今
後
の
可
能
性
を
紹
介
し

ま
す
。

●
日　
時　
9
月
25
日（
金
）

 

午
後
4
時
〜
5
時
30
分

●
場　
所　
も
の
づ
く
り
交
流
館

 

（
エ
フ
ピ
コRim

７
階
）

●
内　
容

　
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
何
が
で
き
る
か
」

●
講　
師　
山
田
知
広　
氏

（
福
山
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
講
師
）

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
山
市
経
済
部
産
業
振
興
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
０
３
９

業
・
農
村
の
担
い
手
育
成
を
目
標
に
、

農
業
の
実
践
学
習
を
中
心
と
し
た
、
農

業
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術
お
よ
び
経

営
管
理
能
力
の
養
成
を
し
て
い
ま
す
。

●
学
科
と
定
員　
本
科
40
名
程
度

　
園 

芸
過
程（
野
菜
・
花
き
コ
ー
ス
、

落
葉
果
樹
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
）

　
畜 

産
課
程（
肉
用
牛
コ
ー
ス
の
1

コ
ー
ス
）

●
修
業
年
限　
2
年

●
入
学
資
格

　
将
来
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

者
、
お
よ
び
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を

目
指
す
者
で
、
高
卒
ま
た
は
、
同
等
以

上
の
学
力
の
あ
る
者

●
入
学
試
験

【
推
薦
入
試
】

　
願
書
受
付　
9
月
16
日（
水
）

 

〜
10
月
8
日（
木
）

　
試
験
月
日　
10
月
23
日（
金
）

【
一
般
入
試（
前
期
）】

　
願
書
受
付　
11
月
17
日（
火
）

 

〜
12
月
7
日（
月
）

　
試
験
月
日　
12
月
21
日（
月
）

【
社
会
人
特
別
入
試
】

　
願
書
受
付　
10
月
1
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
12
月
7
日（
月
）

試
験
月
日　
12
月
21
日（
月
）

●
学
費（
平
成
27
年
度
）

　
授
業
料 

年
額 
１
１
８
，８
０
０
円

　
学
生
寮
費 

年
額 
１
２
７
，２
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校

　
教
務
課

　
　
☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
０
９
４

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●町県民税・第２期分
●国民健康保険税・第３期分

納期限　８月31日

８ 月 の 納 税
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交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

運転免許更新日のご案内
９月の免許更新日は
４日（金），18日（金）です。
９月18日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，10月2日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故 3件
物損事故 14件

７月分

各種事件　２件

夏期における水難・山岳遭難の防止

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
７
月
届
出
分
）

目め　
﨑さ

き　
結ゆ　
心な　
（
下
豊
松
）

佐さ

々さ

木き　
　
　
麗う

ら
ら　

（
木
津
和
）

大お
お　

江え　
陸り

く　
翔と　
（
井
関
大
矢
）（

敬
称
略
）

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
） 　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
７
月
届
出
分
）（

敬
称
略
）

高た
か　

橋は
し　

阿お　
誠と

も　
（
高

蓋
） 

88
歳

池い
け　
上が

み　
貞さ

だ　
枝え　
（
小

畠
） 

93
歳

竹た
け　

平ひ
ら　

　
　
巧た

く
み　

（
有

木
） 

77
歳

馬う
ま

屋や

原は
ら　

康や
す　

博ひ
ろ　

（
小

畠
） 

80
歳

福ふ
く　

本も
と　

勝か
つ　

利と
し　

（
古

川
） 

75
歳

入い
り　

江え　
チ
ヱ
ミ　
（
小

畠
） 

99
歳

伊い　
藤と

う　
ミ
サ
オ　
（
田

頭
） 

83
歳

梶か
じ　

屋や　
ス
ミ
コ　
（
な
が
の
村
） 

89
歳

田た　
中な

か　
義よ

し　
己み　
（
仙
養
西
） 

81
歳

妹せ
の　

尾お　
豊と

よ　
子こ　
（
上
豊
松
） 

80
歳

阪さ
か　
口ぐ

ち　
雅ま

さ　
弘ひ

ろ　
（
仙
養
西
） 

69
歳

大お
お　

塚つ
か　

リ
ヱ
子こ　
（
南
ゆ
き
） 

92
歳

出で　
原は

ら　
　
　
薫か

お
る　
（
仙
養
西
） 

91
歳

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日　
時

　
（
変
更
後
）原
則
毎
月
第
１
月
曜
日

＊ 

６
、
12
月
に
は
、
夜
間
（
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
）

も
実
施
し
ま
す
。

●
場　
所

　
広
島
県
福
山
庁
舎
第
３
庁
舎

●
相
談
・
検
査
料　
無
料　
＊
要
予
約

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所　

　
保
健
課　
保
健
対
策
係

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

 

内
線
２
４
１
４

夏期における子どもの水難防止
　 子どもを悲惨な水の事故から守るため，保護者の皆さんは次のことに
気を付けてください。

●子どもから目を離さないようにしましょう。
●必ず保護者が同伴しましょう。
● ため池などの危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら，「危ない
よ」と愛の一声をかけましょう。

夏期における中高年者の山岳遭難防止
　 登山をされる方は，体力や技術・経験から山を選び，現地の気象や山
の状況を確認してから入山しましょう。

●ゆとりのある日程を組み，十分な整備を整えましょう。
●装備品は入山前に十分に点検し，取り扱いをよく確認しましょう。
●必ず複数人で登山しましょう。

お
詫
び
と
訂
正

　
7
月
号
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
次
の
と
お
り
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

Ｐ
７
／
ト
ピ
ッ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス　
右
下

　
（
誤
）柏
村
さ
ん　
（
正
）栢
村
さ
ん

Ｐ
８
／ 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
選
挙
管
理
委

員
会

　
（
誤
）平
成
27
年
12
月
14
日

　
（
正
）平
成
28
年
12
月
14
日

Ｐ
８
／
総
務
課

　
　
　

 

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
が
行

わ
れ
る

　
（
誤
）野
村
澄
子
さ
ん（
草
木
）

　
（
正
）野
村
澄
子
さ
ん（
油
木
）

Ｐ
10
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス　
右
上

　
（
誤
）大
元
陸　
（
正
）大
元
睦

　昨年７～８月の水難・山岳遭難は県内で10件発生してい
ます。

防災週間　8月30日（日）～9月5日（土）
９月１日㈫は防災の日となっており，この日は関東大震災に因んだも
のです。県内でも活断層が確認されているので対策をとりましょう。
•防災意識を高め，避難経路などの把握をしましょう。
•地域で団結し，防災訓練の参加，避難時の助け合いをしましょう。
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小
説『
黒
い
雨
』の
発
祥
の
地
か
ら
平
和
の
心
を
未
来
へ

「
小
畠
で
生
ま
れ
た
小
説『
黒
い
雨
』の
平
和
の
心
を
、
全
国

へ
発
信
し
た
い
」平
成
19
年
、
そ
の
願
い
を
持
つ
約
80
人
の
同
志

で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
、
三
和
地
区
小
畠
に
あ
る
歴
史
と
文
学
の
館

ふ
れ
あ
い
平
和
サ
ロ
ン「
志
麻
利
」。

サ
ロ
ン
で
館
長
を
さ
れ
て
い
る
重
松
さ
ん
は
、
神
石
高
原
町
を

舞
台
に
書
か
れ
た
戦
争
文
学
の
名
作『
黒
い
雨
』を
と
お
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
全
国
19
都
府
県
、約
6
千
人
余
り
の
方
々
や
、

町
内
小
中
学
生
を
対
象
に
、
出
前
授
業
や
、
平
和
ロ
ー
ド
散
策
活

動
な
ど
で
、
平
和
の
心
、
命
の
尊
さ
を
自
ら
の
声
で
伝
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
を
受
け
た
中
学
生
の
提
言
を
受
け
て
、

町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で『
黒
い
雨
』の
部
を
設
け
ら
れ
る

な
ど
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
平
和
推
進
活
動
に
、
広
島
県
読
書
推
進

運
動
協
議
会
奨
励
賞
、
広
島
県
教
育
奨
励
賞
を「
ふ
れ
あ
い
平
和

サ
ロ
ン
志
麻
利
友
の
会
」と
し
て
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
説
を
書
く
に
あ
た
り
、
被
爆
者
か
ら
の
声
に「
千
万
言
を
費

や
し
た
反
戦
・
反
核
の
言
葉
よ
り
も
事
実
に
勝
る
も
の
は
な
い
」

と
気
付
い
た
作
者
・
井
伏
鱒
二
氏
。「
虚
構
と
し
て
の
小
説
で
終

わ
る
の
で
な
く
、
地
名
、
人
名
を
実
名
の
ま
ま
書
き
残
す
こ
と
が
、

反
戦
・
反
核
の
未
来
永
劫
と
な
る
」と
考
え
た
小
説
の
モ
デ
ル
・

重
松
静
馬
氏
。「
『
黒
い
雨
』は
、
こ
の
二
人
の
熱
い
思
い
が
あ
っ

て
こ
そ
生
ま
れ
た
小
説
。
戦
後
70
年
を
迎
え
、
被
爆
体
験
者
が
減

る
中
、
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
過
去
。
原
爆
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
、
反
戦
・
反
核
・
平
和
へ
の
祈
り
を
若
者
へ
、
後
世

へ
と
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
話
さ
れ
る
重
松

さ
ん
で
し
た
。

藤
ふじ

原
わら

　樹
じゅ

里
り

ちゃん（上）
☆親の願い　これからも，たくさ
んの笑顔を見せてね！

小 畠 自 治 振 興 会

重
し げ

松
ま つ

　文
ふ み

宏
ひ ろ

さん

前
まえ

原
はら

　悠
ゆう

那
な
ちゃん（小畠）石

いし

本
もと

　蒼
あお

依
い

ちゃん（小畠）

☆親の願い　にい
にと仲良く可愛

い悠那ちゃんでい
てね♥♥

☆親の願い　きょうだい仲よく元
気で大きくなってね。

中
なか

川
がわ

　大
だい

光
こう

ちゃん（木津和）
☆親の願い　元気に大きくなってね。

梅
うめ

岡
おか

　愛
めぐ

ちゃん（高蓋）

☆親の願い　明る
い笑顔をたくさ

んできる女の子に
育って！

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

2歳のおたんじょうびの
お友達を紹介します。
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